
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市では、北九州地域で学び育った中高生が、早い段階から仕事や進学について考え、地

元の魅力を知るイベントとして「北九州ゆめみらいワーク 2022」を開催いたします。早い段階から

の職業観の醸成と将来の地元就職につなげることを目的として、１１月９日（水）、１０日（木）の２

日間、「仕事」と「学び」をテーマとした体験型イベントです。 

このイベントは、多くの地元企業や大学等に御出展いただき、職業体験や社会人との交流など

を通じて、若者の職業観の醸成や地元企業・大学等への理解促進、将来の地元就職につなげるこ

とを目指しています。主に北九州地域の１１６の企業・団体や大学・短期大学・専門学校等がブー

スを出展し、来場者に仕事内容を紹介するほか、工夫を凝らした仕事体験等を提供します。来場者

一人一人が、仕事と学びのつながりや企業の魅力を体感できるイベントで、２日間で中学生、高校

生など約７，８００名が来場しました。 

今年度は、卒業後に就職を考えている高校生を対象に、新イベント「北九州お仕事ラボ」をあわ

せて開催いたします。 

尾倉中学校の１・２年生は、班ごとに目的をもって各ブースを回っていました。２年生は昨年に続

いての参加ですが、有意義な時間を過ごせたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月全体が徐々に地球の影に覆われる皆既月食が１１月８日（火）夜、全国各地で観測されまし

た。特に東京近辺から西にかけては、月が地球の影に完全に覆われる「皆既食」中に月の後ろに

天王星が入る天王星食も見られました。皆既食と惑星食が同時に見られるのは日本では４４２年

ぶりで、極めて珍しい天体ショーとなりました。 

皆既月食は、月が地球の影に徐々に覆われていき、太陽と地球と月が一直線に並び、月全体が

地球の影に完全に覆われます。完全に覆われた状態を「皆既食」と呼び、太陽光の一部の赤い光

が月を照らし、赤黒い色に見えるのが特徴です。今回の皆既月食では全国どこでも午後６時９分ご

ろから月が欠け始め、７時１６分ごろから８時４２分ごろまで月が地球の影に完全に覆われる「皆既

食」の状態を経て、９時４９分ごろに明るい満月に戻りました。 

今回、国内のほとんどの地域では天王星が月の後ろに入る天王星食が同時に見られ、特に東

京近辺から西にかけては皆既食の最中に天王星食が見られました。 

国立天文台によりますと、日本で皆既食中に、天王星食のような惑星食が見られるのは１５８０

年（安土桃山時代）以来４４２年ぶりで、次回は３２２年後の２３４４年の土星食と予想され、極めて

珍しい天体ショーとなりました。（参考：NHK、国立天文台）※詳しくは松本先生、千々和先生に聞こう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 259号 
 
 
 
 
 
 

令和４年１１月１５日（火）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

日本全国で皆既月食 珍しい天王星食も 

先生も庭で

ずっと見て

いました！寒

かったです！ 北九州ゆめみらいワーク２０２２（西日本総合展示場） 


